
健康づくり・疾病予防の
先進・優良事例のご紹介

内閣府

・健康課題の「見える化」

・関係者間の連携による取組



事例① 愛知県豊川市

「健康課題の『見える化』」

～ポスターを活用した地域社会への普及・浸透活動～



健康課題の見える化

疾病別1人当たり費用額

重症化してる人が多い？

介護認定にも関係する？

出典）2016.3.24 東京大学 予防・健康づくりライブラリー発足セミナー



特定健診有所見率

重症化してる人が多いこと
と関係している？
これが課題？



媒体；ポスター

嬉しくない情報を
どうやって市民に知らせるか？

糖尿病予防のテーマ
カラー青を土台に…

誰もが気になる
フレーズで！



衣料品店

美容院

介護支援
事業所

公共施設･医療機関･
店舗などに掲示依頼

ここにも、
あそこにも

ポスターが！

クリーニング店



人・社会が動いた

専門職（保健師・栄養士・歯科衛生士）が

データを元にした媒体によって、自信を持っ
て、市民に健康課題を伝えることができた

市民が動いた！！
家庭で

夫「このチラシを見て。豊川市は糖尿病
が多いんだって。君は知ってたかい？」

妻「サロンで前に聞きましたよ」

• 健康教育にて

市民「どうして豊川は血糖値
が高い人が多いんだ？」

 ポスターを掲示してくれている美容室にて

客「豊川市って糖尿病の人が多いの？」

店「そうらしいよ。保健師さんが健診受けるようにって言ってたよ」



他団体も動いた！

• 大学から共同研究のオファーが！

• 実習に来ていた学生が大学で健幸新聞を使って報告したところ、「なぜ、豊川市
はこんなにもHbA1cが高い人が多いのか？疫学調査したい」と申し入れあり

• 平成28年度共同研究することに！！

豊川市宣伝
部長

薬剤師会が動いた

・糖尿病予防講演会でHbA1c測定イベントの紹介

・豊川市版「糖尿病予防チェック表」作成し、 各薬局で健康相談開始予定

他課が動き出した

・市の広報担当が特集を組んでくれた

・スポーツ課がキャッチフレーズ投票に参加

歯科医師会が動いた

・糖尿病に関する情報を保健センターに 届け
てくれるようになった

・会議で糖尿病の話題が出るようになった

市外も動いた！



事例② 長野県飯田市（南信州広域連合）

関係者間の連携による医療・介護提供体制の構築

～「病病・病診連携」「地域包括ケアシステム」を見据えた
診療情報の共有～





ID-Link + ｉｐａｄで在宅医療を支える
自宅での看取りも可能に

全ての訪問看護ステー
ションへipadを導入予定

テストの結果、在宅医療の
情報共有化に非常に有効



「病病・病診連携」「地域包括ケアシステム」
を支える社会インフラの将来像

飯田下伊那全域で、医療・介護関係者の情報共有基盤を構築したい。

地域連携パス 介護認定･･･広域連合

急性期病院

回復期病院

診療所

訪問看護

ステーション



救急医療

飯伊地区包括
医療協議会

（行政・医師会等が
参加）

周産期医療

～飯田モデル～
産科共通カルテ
セミオープンシステム

助産師外来

[ism-Link]

医療連携
地域共通カルテ

健康づくり

「未病」のシステム

認知症

見守りケア
システム

医療・介護

連携システム

地域包括ケア
システム構築

飯田下伊那の
将来ビジョン



健康長寿プロジェクト

～ふじ３３プログラムを中心に～

事例③ 静岡県



県 民

健康長寿プロジェクトをH２４から開始

健康寿命の延伸

健康データ分析

企業・事業所市 町

健康
マイレージ事業

企業表彰制度
（健康経営）

ツールの提供 ツールの提供

成果の提供 成果の提供
ふじ３３プログラム

無関心層

協力大学
・東京大学
・浜松医科大学
・早稲田大学
・県立大学 等





関係者間の連携による健康づくり

～ CKD（慢性腎臓病）予防に向けた取組～

事例④ 熊本県熊本市



ＣＫＤ対策の背景
･本市の人工透析導入者数は人口比で全国平均の1.47倍と最も
高い水準にあり、新規透析導入者は年間295人に上っていた。

・CKDが死因の上位を占める心血管疾患の重大な危険因子であ
ることが判明

・予防、治療が可能になった

・自覚症状がなく、潜在患者が
数多くいることが予測された
（約7万5千人のCKD患者）
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